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<主な役職>
・東京大学大学院人文社会系研究科長（2009～10 年度）
・日本学術会議会員（第 22～23 期：2011 年 10 月～2017 年 9 月）
・公益財団法人史学会理事長（2012～2013 年度）
・内陸アジア史学会会長（2013～2016 年度）

<受賞 >
2002 年　毎日出版文化賞、共編『岩波イスラーム辞典』岩波書店、2002 年による

中央アジアからの眺望

　みなさん、こんにちは。小松です。今日はこういう機会を設けて
いただきまして、大変ありがとうございます。自分の研究を語るとい
うのは、とても面映い感じがするのですが、せっかくの機会ですので、
いくつか多少ともおもしろそうなことをお話ししたいと思います。
　私は、中学・高校の時代にシルクロードの探検記であるとか、井
上靖の歴史小説とか、そういったものを読んでいるうちに中央アジ
アに憧れをいだくようになり、大学ではぜひ西域の歴史やシルク
ロードについて勉強しようと思って進学しました。ただ、私が進学
したときというのは、学生運動が日本全国で巻き起こっていた時代で、最初に受験した年は東京大
学や東京教育大学の入試がないという状況でした。ダメモトで京都大学を受験しましたが、ここも
なかなか大変で、校舎が使えなかったので、近畿予備校というところで試験がありました。予備校
の机なのでとても狭くて、隣の人の答案が自然に見えてしまうんですね。結果としては、見事に不
合格になりました。唯一の成果は、そのときちょうど雪が降っていたので、美しい雪の銀閣寺を見
て東京に帰ったという記憶があります。次の年に大学をもう一度受験して、東京教育大学に入学し、
東洋史に籍をおきました。しかし、当時の東洋史研究室には学生運動の活動家がそろっていて、革
命であるとか、大学の変革であるとか、尖鋭な話題が語られていました。そこでシルクロードなど
という話をすると、何を考えているんだということになるんですね。今風にいえば「ボーっと生き
てんじゃねーよ！」という感じの世界でした。

中央アジア研究への第一歩

　そこでいろいろと考えていくうちに、日常の世界というか、社会や政治が大きく変わるというの
はいったいどういうことか、そういうものを自ら経験した人々は、どのようなことを考えていたの
か―中央アジアの場合でいいますと、ちょうど近代にはロシアという大帝国に征服され、そのあ
とロシア革命という大変革が起こって、まさに激動の歴史を経験したわけですが―そういうなか
で生きた人々はどのような考え方をもち、いかに行動したのか、そこにだんだん興味が移っていき
ました。ただ、当時、東洋史といえば中国史がメインですから、中央アジア史の授業などほとんど
ないんですね。大学紛争の影響もあって授業は頻繁に休みになっていたので、その間先輩からロシ
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ア語を教えてもらったり、当時わりと近い所にあった東京外国語大学では、岡田恵美子先生がペル
シア語を教えてらっしゃいましたので、そこにモグリで入り込んでペルシア語を勉強したりしまし
た。今と違って、中央アジア研究のベースになるような、いろいろな科目を受けるのは大変だった
のです。
　それでも、ようやく卒業論文を書くことになりました。「アフマド・ダーニシュとその時代」（1973
年）が私の最初の論文です。ダーニシュ（1827～1897）とは、ちょうどロシアが中央アジアのブハラ・
ハン国を保護国とした時代の学識者で、彼の思想と行動を明らかにしようと試みたものです。この
タイトル「ダーニシュとその時代」というのは、有名なV. V. バルトリドの『ウルグベクとその時代』
という書物のタイトルを真似したものです。若気の至りと申しましょうか、もちろん比較のしよう
はないのですが、ダーニシュの著作を中心にまとめました。最近になって、彼の書いたものを少し
読み直したのですが、なかなかおもしろいことが書いてあり、たとえば、次の一節には彼の歴史観
の一端が反映されています。

アミール・ティムール・キュレゲン自身、［イスラーム暦］8世紀のムジャッディドであり、
その後のイスラーム世界にもそれぞれムジャッディドが現れた。たとえば、スルタン・フサ
イン・バイカラが 9世紀ごろヘラートに、アミール・アブドゥッラー・ハンが 10 世紀初頭
のブハラに現れ、［その後］11 世紀のサイイド・スブハンクリ・ハン、12 世紀には今は亡き
アミール・マアスーム陛下［すなわち］アミール・シャー・ムラードが立ち、これらのムジャッ
ディドの時代には学問に精通したウラマーがマー・ワラー・アンナフル諸国に出現したので
ある。ムジャッディドたるパーディシャー（君主）やウラマーが現れたのは、他のイスラー
ム諸国においても同様であり、インドではアウラングゼーブとシャー・ジャハーン、ならび
に同時代のシャイフたちがあげられよう。

　ティムール以来の中央アジアの歴史をふりかえり、そこでは周期的に「ムジャッディド」と呼ば
れる革新者が現れて国を建て直していった、という理解です。しかし、19 世紀に入って、ブハラ
においては秩序が失われ、しかるべき統治が欠如したがために、ロシアの従属国となりはてた。こ
うした歴史観が示されています。同時に彼は、ロシアの地も何回か訪問しており、近代世界という
ものを探求し、いかにすれば自分たちの国を自立させることができるかを考えて、いろいろなこと
を君主に提案するわけです。たとえば、ブハラの特産品に子羊のやわらかな皮（カラクリ羊皮）が
あるのですが、それを加工して売るとか、あるいは豊富な果物を使って、それを加工して売れば経
済的に潤うとか、かなり実践的な提案をしています。しかし、献策はすべて拒否されて、彼は失意
のうちに世を去るのです。
　このあと東京大学の大学院に進学したのですが、そこではダーニシュの次の世代の人々、ちょう
どロシア革命が起こる時代、激動期を生きた人々に関心を移し、「青年ブハラ人運動について」（1976
年）というタイトルで修士論文を書きました。博士課程に進もうと思ったのですが、試験では不合
格となってしまいました。失敗したわけです。試験のあと、当時の主任教官、中国古代史で有名な
西嶋定生先生から、「君、どうして落ちたかわかるか」と聞かれました。答えに窮していると、「君
の日本語の文章はよろしくない。研究の道に進もうと思ったら、あらためろ」と言われたことを今
でもよく覚えています。ちょうどその頃、私の指導教官は古代トルコ民族史研究で名高い護雅夫先
生で、たまたま 1年間トルコのイスタンブル大学に行かれていました。帰国された護先生は、「じゃ
あ、おまえの文章を読んでやるから、1章ごとに書いたら持ってこい」ということで、原稿ができ
ると東洋文庫に行きました。護先生の机のそばで、その場で添削なんですね。それを繰り返しまし
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た。結果として、「フィトラトの『問答』について―近代ブハラの改革思想」（1977 年）という新しい
論文を書いて提出し、あらためて受験したのですが、口頭試問では西嶋先生が「小松君、見違える
ほどよくなったよ」と言われて口頭試問はおしまい、今度は進学することができました。ひとりよ
がりの文章を書いていてはいけないということを学ぶ、よい機会となったわけです。
　このフィトラト（1886‒1938）という人物は、中央アジア全体が革命のなかで大きく変わる時期に
登場したブハラきっての知識人で、イスタンブルにも留学し、そのあとウズベキスタンの草創期に、
ウズベク文学史を書いて、民族的なアイデンティティの形成に努めた人物です。最終的にはスター
リン時代の粛清によって命を落としました。彼の初期の活動と思想についてまとめたのがこの論文
で、このテーマではその後新しい史料を取り入れて発展させることになりました。

トルコへの留学とその成果

　博士課程への進学後、1970 年代の末からトルコに留学しました。当時、中央アジアのことを勉
強しようと思っても、ソ連という国に行って研究することは無理だったのです。たとえ行ったとし
ても、私が取り組んでいたようなテーマは、ソ連では忌避されていたものなので、資料を読むこと
もできなかったと思います。そこで、トルコに行けば、中央アジアでも通じる共通トルコ語を学ぶ
ことができるだろうし、かつてロシアや中央アジアからトルコに亡命した人々がいろいろな資料を
持ち込んだので、それに巡り合えるだろうと考えたわけです。トルコではできる限り資料の収集に
努めました。
　留学先は首都のアンカラでしたが、当時のトルコは大変な政情不安定で、毎日のように左右相互
間のテロ事件が起こり、電気・水道もしばしば止まるという状況でした。大学もほとんど授業がない。
そうした中、私にとって一番勉強になったのは、本屋です。本屋に行って本を見ていたのです。や
がて、ある本屋の主人と仲良くなって、最初の頃はお茶だったのですが、そのうち、夕方になると
テーブルの下から酒を出して飲ませてくれるようになりました。その本屋、トゥルハン書店は、ア
ンカラの大学の先生たちのサロンのような場でもあり、夕方になるとアンカラ大学のいろいろな先
生たちがやってきて、しゃべっているんですね。あまり日本にはないように見えるのですが、そう
いう文化がアンカラにはあって、そういうところで勉強しました。それからかなり後のことですが、
店主のトゥルハンは、「おまえの書いたものを本にして出してやるから持ってこい」と言ってくれ
ました。原稿の準備にずいぶん時間がかかったのですが、トルコ語でまとめた論文を『20 世紀初頭
の中央アジアにおけるトルコ主義と革命運動』（アンカラ、1993）と題する小冊子にして出してくれ
ました。これは損得勘定なしのことで、とてもありがたく思っています。
　研究を進めるにあたって、当時日本にはほとんど資料がなかったものですから、フィトラトにつ
いてはトルコで集めたほかにも、外国の先生から資料を送っていただいたということがあります。
当時、アメリカのコロンビア大学にエドワード・オルワース（Edward Allworth）という先生がいらっ
しゃって、ウズベクの文学と政治について、とても貴重な研究をされていました。その先生に、当
時京都大学にいらした本田実信先生の紹介で手紙を書きましたら、資料と自分の著作をすぐに送っ
てくださいました。私は、あらためて今日の話のために昔のことを調べ直してみたのですが、私の
使った資料の多くは、ほとんど人様からいただいたもので、それで仕事をしてきたような感じがし
ています。このオルワース先生とは長い間文通はしていたのですが、ついに一度も実際にお会いす
ることはありませんでした。
　こうしてさまざまな資料に恵まれたあと、『革命の中央アジア―あるジャディードの肖像』（東京
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大学出版会、1996 年）という本を書くことができました。この刊行
は 1996 年のことですが、この間にソ連が解体し（1991 年）、研究環
境は大きく変わりました。現地の研究者とも直接交流し、議論する
ような機会を得て、初めて本格的な研究に入ることができました。
この本の表紙の写真は、ウズベキスタンが独立した後に建てられた
記念碑で、ティムールの騎馬像です。これは、実は初代の騎馬像で、
このあと現在のものにあらためられているので、いまは残っていま
せん。写真 1は、この像の最初のバージョンを伝えているものです。

「アンディジャン蜂起」をめぐって

　話が戻りますが、ダーニシュやフィトラトなど、こうした個々人
に関する研究と並んで、当時私が関心をもったもう一つのテーマは、
帝政ロシアの統治下で、1898 年に起こった「アンディジャン蜂起」という反ロシア蜂起です。その
リーダーはイシャーンという称号をもつ、ローカルなスーフィー指導者でした。1980 年代はまだ
ソ連が健在な時代であり、中央アジアの歴史に関しては、ソ連に最も多くの研究蓄積があったので、
そこから学ぶこともあれば、これはおかしいのではないかという問題点も多々ありました。ソ連の
研究では、この蜂起の評価は大きく揺れ動いていました。「進歩的な民衆運動であった」とか、「民
族解放運動であった」とか、そうした肯定的な解釈と、「反動的な民族主義運動であった」という否
定的な評価、こうした異なる評価が交代していたのです。しかし、実態に関してはあまり詳細に研
究されることはありませんでした。イスラームという要素がこの反乱には強く出てくるのですが、
それは中央アジア社会の後進性のためであるということで片づけられていました。しかし、そうい
うことではこの蜂起の実態やこの時代の中央アジア社会の実像は見えないだろうと考え、これに焦
点を合わせて勉強を始めました。
　その頃、さきほどもお名前にふれましたが、京都大学文学部西南アジア史学科の本田実信先生が
勉強会を主催されていて、関東からも私のような若手を招いて、一緒に合宿して勉強するという機
会がありました。そこで、順番が回ってきたので、これは気合を入れてやらないといけないなと思っ
たんですね。このアンディジャン蜂起についても、日本にはほとんど資料はなかったので、トルコ
で知り合ったティムール・コジャオール（Timur Kocaoğlu）さんに頼んで、ある重要な資料のコピー
を送ってもらいました。このコジャオールさんは、家系をたどるとブハラの出身で、ロシア革命後
にブハラにできたブハラ人民ソヴィエト共和国という、短命な共和国の大統領の息子です。この大
統領は、ブハラの独立性をめぐってソヴィエト政権と対立してトルコに亡命し、そこで生まれたの
がコジャオール氏です。彼にはブハラ・ピラフの作り方も含めて、いろいろなことを教えてもらい
ましたが、この資料、現地の同時代人がウズベク語で書いた著作をもとに論文を書きました。これ
は『東洋史研究』（第 44 巻第 4号、1986 年）に掲載してもらえました。
　この論文では、同時代の社会経済的な問題と同時に、この運動を実際に担った人々のエートスと
いいましょうか、メンタリティといいましょうか、イスラーム的な論理を分析することに努力しま
した。たとえば、以下は彼らが作った蜂起前夜の誓約文です。

預言者の末裔と教友たち、とりわけ四人のカリフに限りなき称えあれ。彼らは神と預言者の
ために生命と財産とを聖戦の道に捧げ、われらのごとき小心なる者どもを導くべく書を記し、
覚えとして遣されたり。今日われらのなすべきは、我ら神の僕にして預言者（彼に平安あれ）

写真 1
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の信徒なりと言明することなり。われらは第一に神、第二に預言者のために、神の命じられ
た義務を全うし、預言者（彼に平安あれ）のスンナとシャリーアとを実現し、神の僕、預言
者の忠実なる信徒たることを表明せん。第一に聖戦士、第二に殉教者の高位なる傍らに眠る
ことこそわれらが本懐と定め、献身の決意を示すべく、下に印をつきたい。神と預言者にか
けてハリーファと誓約を交わし、間に聖なるクルアーンを置いて誓約の書を認めたり。

　ここでは、これから行うジハード―彼ら自身は「ガザヴァト」という言葉を使っているのですが
―に赴くときの決意表明が明確にされており、こういう動機をもった運動であったことを確認す
ることができます。
　この論文を書いた後、その内容をトルコで開かれた国際学会のときに発表したのですが、そのと
きにある人からコメントをもらいました。その人は、バイミルザ・ハイト（Baymirza Hayit）氏とい
い、大変波乱に富んだ人生を送った方です。ウズベキスタンの出身で、もとは学校の先生をしてい
たのですが、第二次世界大戦が始まると志願して赤軍に入隊し、24 歳のときナチス・ドイツ軍と
の戦いに入ります。しかし、彼の属していた部隊は、開戦早々に撃破されてドイツ軍の捕虜になっ
てしまいます。捕虜収容所に送られますが、そこではユダヤ人と目された捕虜は次々と殺されてい
きます。担当将校の解釈は「割礼をしている者はすべてユダヤ人だ」というものでした。やがて順
番がきて、彼も検査を受け、殺されそうになったのですが、彼はドイツ軍の将校に、「最後に礼拝
をさせてほしい」と申し出て、その場でイスラームのナマーズをしました。そうすると、担当将校
が「この男は何をやっているんだ？」と不思議に思ったらしく、質問してきたそうです。そこで「我々
イスラーム教徒はすべからく割礼をしております」と答え、そこで彼の運命が変わって、命を救わ
れます。当時ソ連軍捕虜のなかには多数の中央アジア出身のイスラーム教徒がいたので、ドイツ側
は彼らの中からあらためて対ソ連戦のための部隊を編成することになります。彼もその一員となり、
戦後はもはや祖国に戻ることはできず、西ドイツで博士号を取得し、中央アジア近現代史の研究者
として活動することになります。冷戦時代を通して、彼はこの領域でソヴィエト史学と対決を続け
ました。こうした経験をもつ人物が、研究者としてトルコの学会に来ていたのです。見るからに迫
力のある人物なのですが、彼のコメントは、「あなたにとってこれは学術的なテーマかもしれない。
しかし、我々にとっては民族的なテーマだ」というものでした。私はできるだけ客観的に分析しよ
うとしたわけですが、アンディジャン蜂起はロシア統治に対する長年の抵抗運動の象徴的な存在で
あり、そこを言わなければ満足できないというメッセージと受け取りました。現地出身の研究者と
自分の立つところは、やはり違うなということをはっきりと認識した記憶があります。
　このあと、ソ連がペレストロイカの時代を迎えると、現地とのコミュニケーションがとりやすく
なりました。当時、ウズベキスタンの作家同盟の議長を務めていたムハンマド・サーリフ（Muhammad 

Solih）という人がおり、彼のいろいろな発言を見聞きしていて、とても興味深く思っていました。
サーリフ氏は民主化運動のリーダーをしていたのですが、ダメモトで彼に下手なウズベク語で手紙
を書いたところ、なんと返事がきて、何回か文通しているうちに、「ウズベキスタンに来い、作家
同盟が招待してビザを出してやる」と招いてくれたのです。そこで渡航費は自分で工面してタシュ
ケントに行きました。作家同盟の人々はとてもあたたかく迎えてくれて、到着早々、昼間からウォッ
カを飲ませるんですね。実は、この時期ソ連はきわめて切迫した状況にあり、1991 年の 7月末だっ
たのですが、まさにソ連が解体する直前のことです。昼間から生ぬるいウォッカを飲まされて、ヘ
べれけになりながら話をしていたのですが、作家同盟の人々がウズベキスタンの各地を案内してく
れました。たとえば、アンディジャン蜂起に関心があったので、ぜひアンディジャンに行きたいと
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言うと、いいだろうということで、現地ではアンディジャ
ンに住む作家同盟のメンバーが案内をしてくれました。
　この蜂起が起こった場所は、現地の地名でミングテペ
村といい、ウズベク語では「千の丘」という意味です。な
ぜこういう地名があるのか、実際に現地に行ってわかり
ました。写真 2にはこんもりとした小さなマウンドの連
なりが見えますが、これは古い都城の跡なのです。城壁
の跡です。おそらくその昔、司馬遷の『史記』に出てくる
西域の大宛国のようなオアシス国家の一つの都城ではな
いかと思われます。その跡がまだ残っていて、都市の内
部にあたるところは果樹園となっていました。写真 3で
少年が立っているところが、一辺の稜線にあたり、はっ
きりと都市遺跡であることがわかります。写真 4はアン
ディジャン蜂起の指導者ドゥクチ・イシャーンの肖像で
す。ロシア軍に捕らえられたあとの写真で、手には鎖が
かけられています。これは当時絵葉書にされて、ロシア
国内ではずいぶん流通したようです。この蜂起のときに
ムスリム集団が夜襲をかけたアンディジャンのロシア軍
兵営の跡も残っていました（写真 5）。ほとんど満足な武
器もなく夜襲をかけた、そういう事件の現場です。写真 6は、ある農家の敷地のなかですが、この
蜂起を制圧したあとに、ロシア軍はドゥクチ・イシャーンの邸宅を完全に破壊しましたが、これは
邸宅の基礎だった部分とのことです。案内役の史家は、そういう細部まで見せてくれました。

　そのときのもう一つの思い出は、当時まだソ連時代ですから、各地にコルホーズ（集団農場）が
あって、客人が来ると必ずコルホーズが応対してくれるのですが、遠方から客人が来たというので
ピラフを作ってくれたんですね。ところが、私たちが到着してから作り始めたので、車で帰る寸前
にようやくできあがったようです。食べてもらわないと困るというので、車のボンネットの上にピ
ラフを盛った大皿を置いて、そこから一口、二口といただきましたが、その味は極上でした。
　この訪問のときに、もう一つわかったことがありました。長いソ連の時代、みなさんご承知のよ
うに、イスラームをはじめ宗教に対しては厳しい抑圧が加えられました。しかし、実際に個々の家

ミングテぺ村の遺跡

写真 2

写真 3

逮捕後のドゥクチ・イシャ―ン

出典: Россия — Средняя Азия, Том 1, 
Политика и ислам в конце XVIII- начале 
XX вв., Москва, 2011, стр.401.

写真 4

アンディジャンのロシア軍兵営跡

写真 5 写真 6
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に行くと必ず、その家で一番高齢のおじいさん、もしくはおばあさんが出てきて、アラビア語で歓
迎の辞を唱えてくれるのです。帰るときも全員そろったところで別れの儀礼があります。こういう
慣習は、トルコでも見たことがなく、いかに中央アジア現地の社会にイスラーム的な伝統が根づい
ているかということを、現場で感じ取ることができました。
　私を招待してくれたムハンマド・サーリフ氏は、その
後ウズベキスタンが独立した直後の大統領選挙で、イス
ラム・カリモフ（Islam Karimov）という共産党出身の人物
と争いました。公式の開票結果によると、彼の得票率は
12.3％でした。しかし、ほかの情報によると、もっと多かっ
たと言われており、選挙には不正があったという疑いも
かけられています。ここでライバルとして登場したムハ
ンマド・サーリフ氏は、その後カリモフ大統領からは政
敵とみなされて、厳しい迫害を受け、その結果、国外に
去ることになりました。最終的にトルコに迎えられたので
すが、トルコで一度だけ会ったことがあります。写真 7は、そのときにもらった新聞の写真なので
すが、このムハンマド・サーリフ氏の右側にいる人はご覧になってわかるでしょうか。ちょっとぼ
けていますけれど、そう、エルドアン（Recep Tayyip Erdoğan）です。1998 年当時イスタンブル市長
をしていたエルドアンは、いまやトルコ共和国の大統領です。このエルドアンと一緒にムハンマド・
サーリフが写っている写真ですので、これも興味深い巡り合わせかと思ってご紹介する次第です。

外との関係性から見る中央アジア

　こうして、中央アジアのさまざまな歴史上の人物や事件について勉強していたのですが、ある時
から、はたして中央アジアという地域に閉じた研究だけしていればよいのか、そういう疑問が生じ
てきました。もっと幅広く、いろいろな地域との関係性、中央アジアを外の世界との関係性の中で
考えたほうがおもしろいのではないかということに気づきました。その契機となったのが「ブハラ
とカザン」（護雅夫編『内陸アジア・西アジアの社会と文化』所収、山川出版社、1983 年）というタ
イトルの論文です。カザンという町は、中央アジアからずっと北の方、ヴォルガ川の中流域にある、
かつてはジョチ・ウルスの領域にあった都市です。モスクワからは大変近くて、夜行列車でいくと
一晩で着いてしまうのですが、タタール人というトルコ系のムスリムの住む地域です。このカザン
とブハラとの間に 18 世紀末から 19 世紀あたりには活発な人的な交流があったことを示す貴重な史
料があり、それを分析することによって、同じロシアの勢力圏に入ったムスリム地域間の文化的な
関係のダイナミックな変化を検討することができました。この史料も実は、トルコで知り合ったあ
るタタール人からいただいたのですが、その人はマフムード・ターヒルさんという方です。彼も、
個人史を見ていくと、まさに激動の時代を生きた人です。家族は、もともとはロシア領内にいたの
ですが、革命後に満州に逃れます。彼自身はハルビンで生まれ、第二次世界大戦後までそこにいて、
そのあとトルコに移住し、そこで職を得て生活を始めました。親から受け継いだタタール語の資料
をたくさん持っていて、それを私にも惜しみなく提供してくれました。
　もう一つの成果は、1980 年代にイスタンブルにある総理府オスマン古文書館に通って、中央ア
ジアのウズベク系の国々とオスマン帝国との間の外交関係を示す史料を調べることから生まれまし
た。これはまさに中央アジアの領域を越えることになるのですが、このテーマは日本ではあまり知

写真 7
出典: Erk, 1998, No.4 (124)
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られていなかったので、なにか手がかりになる史料はないものかと探していたのです。やがて一
つ、コーカンド・ハン国の君主が 1820 年頃にイスタンブルに使節を送り、オスマン帝国との友好
関係を求めた際、それに対してオスマン帝国政府が、どう対応するべきかをスルタンに上申したと
きの文書が見つかりました。その内容がとても興味深かったので、これを紹介することにしました。
日本語（「コーカンドとイスタンブル」『バルカン・小アジア研究』第 15 号、1989 年）と、その後英
語（“Khoqand and Istanbul: An Ottoman Document Relating to the Earliest Contacts between the Khan and 

Sultan,” Asiatische Studies/Études Asiatiques, LX(4), 2006.）でも出したのですが、最近それに言及して
くださった方がいます。スコットＣ. リーヴァイ（Scott C. Levi）という先生が、The Rise and Fall of 

Khoqand, 1709–1876: Central Asia in the Global Age (Central Eurasia in Context)（University of Pittsburgh 

Press, 2017）というコーカンド・ハン国に関する研究書を 2年前に出されたのですが、そのなかの
注で私の論文についても言及があります。小松は両国間の最初の交渉は 1820 年だと書いているけ
れども、それよりも 90 年前にイスタンブルへの使節派遣がなされていた、としており、1820 年当
時のオスマン帝国の大宰相の認識も正しくない、と書いています。これを読んで、私としては、オ
スマン帝国の大宰相と「同罪」とされたのなら、これは潔く受け入れるべきだろうと思っています。
実際、ときの大宰相は、これが初めてだ、と書いているのですが、大宰相にしても、それ以前の細
かいことについてはたぶん知らなかったのでしょう。この本のなかでは、私以外にも、古くは佐口
透先生の論文から始まって、日本の最近の中央アジア史研究の成果がたくさん引用されており、英
語で書くことの重要性をあらためて確認することができました。

「イスラムの都市性」プロジェクト

　プロジェクトの話に移りますが、日本では過去何回か、大規模なイスラームに関する研究プロジェ
クトが組まれました。おそらく最初のものは、当時東京大学の東洋文化研究所におられた板垣雄三
先生を中心とする、「イスラムの都市性」プロジェクト（1988～90 年度）でしょう。一言では説明が
難しいのですが、イスラーム文明のなかに宿っている都市性なるものに注目して、それをキーワー
ドにして、既存の学問研究の枠組みを取り払って、新しい学問体系をつくろうということが、おそ
らく板垣先生の目標だったと思います。当時、私はまだ若手の研究者で、なかなかそういう高次の
ところまではついていけず、では具体的にイスラーム都市というものはいかに研究されてきたのか
ということをまとめてみようということで、ほぼ同年代であった羽田正さんや三浦徹さん、林佳世
子さん、私市正年さんたちと一緒に、マグリブから中央アジアまで、地域別にイスラーム都市研究
の動向をまとめることになりました。今ではこの皆さんは大学の学長や副学長などの要職に就いて
いるのですが、その頃はまだ時間に余裕があったものですから、頻繁に勉強会を開いて議論しなが
ら、羽田正・三浦徹編『イスラム都市研究―歴史と展望』（東京大学出版会、1991 年）という本を作
りました。
　このなかで私は中央アジアのセクションを
担当したのですが、原稿を書いているときに
不確かなこともあったので、当時タシュケン
トに留学していた久保一之さんに原稿を送っ
たんですね。そうしたら、久保さんがとても
丁寧に、タシュケントの研究者とも話をして、
足らざるところを補ってくれました。写真 8

写真 8
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は手紙のなかの一部なのですが、私が取り上げたロシア語の研究者名について、どこにアクセント
があるかを全部調べて、赤いマークを付けて送ってくれたのです。そのおかげで研究者名を正しく
表記することができました。久保さんはそのあとも、論文を書くたびに私に送ってくださったので
すが、2年前に急逝されたのは大変残念で、あらためてご冥福を祈りたいと思います。このときに
久保さんが紹介してくださったウズベキスタンの研究者とは、いまも交流があるのですが、そこで
わかったことは、ソ連時代にもまともな研究者はじつによい研究をしていたということです。それ
こそ、バルトリド以来の実証主義の伝統を踏まえて研究をしていたのです。マルクス・レーニン主
義に基づいたイデオロギー的な研究をしている人は確かにいたのですが、それがすべてではなく、
学術の伝統は確かに保たれていたということを確認することができました。

イブラヒムの日本旅行記

　先ほど中央アジアという地域を越えたいろいろな関係性についてお話し
したのですが、それに関連することとして、ある人物に大変関心をおぼえ
ました。その人の名前はアブデュルレシト・イブラヒム（1857～1944）とい
います（写真 9）。西シベリアの出身で、ロシア領内で長く活動したウラマー
の 1人です。ロシア帝国にはイスラーム教徒を監督するためのムスリム宗
務局という機関があり、そこで重要な役職を務めたこともありました。し
かし、この組織があまりにもロシア政府の道具になっていることに憤り、
彼はその名誉ある職を捨て去って、ロシアの現実を批判するジャーナリス
トとして国外で活動を始めます。1905 年、日露戦争のさなかロシアで第一
次革命が起こると、新聞・雑誌の自由化が始まるのですが、そうするとイブラヒムはふたたびロシ
アで政治運動を展開し、名をなしました。しかし、帝政の反動が起こったため、ロシアを去ります。
世界のイスラーム教徒の現状をつぶさに見聞して、相互の理解と連帯を得ようとユーラシアを巡る
大旅行に出たのです。その途中で日本にも立ち寄って、4カ月以上滞在しています。大旅行を終え
ると、イスタンブルで『イスラーム世界』という旅行記を出版しますが、この旅行記のなかで一番
詳しく書かれているのが、日本の章です。私がトルコに留学したのは 1978 年の 11 月ですが、アン
カラの古本屋で最初に買った本がこの旅行記です。たまたま手にとって見ていたら、次々と古い日
本の写真が出てきて、これはおもしろそうだなと思って買ったのですが、長年ずっと放ってありま
した。ところが 1980 年代にイスタンブルにいたとき、トルコ人の研究者たちと一緒にこれを読む
勉強会をやることになりました。セルチュク・エセンベルさんという日本研究者も入っていたので、
これを訳したらおもしろいだろうということで、ようやく本格的に読むことになったのです。イブ
ラヒムの人生については後に本を書いたので、詳しくは話しませんが、彼は最後の十数年間を東京
で過ごし、日本の対イスラーム政策に協力するという、とても興味深い人生を送った人です。なお、
彼の旅行記の翻訳としては『ジャポンヤ―イスラム系ロシア人の見た明治日本』（小松香織・小松久
男訳、第三書館、1991 年）を出すことができました。
　この本については、もう一つエピソードがあります。1979 年のことでしたが、当時イラン近現
代史をやっている八尾師誠さんがテヘランに、私はアンカラにいて、隣国なので相互に留学生同士
で訪問しあったんですね。ちょうど私が行ったテヘランはイラン革命の直後、2月でしたが、まだ
アメリカ大使館の占拠が起こる前で、たいへん静かなテヘランでした。テヘランからはアンカラま
でバスで戻ったのですが、面白かったのは、バスがイランからトルコ領内に入って最初にストップ

写真 9
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すると、乗客のイラン人がみんな走り出して何か買ってく
るのです。バスが出発して 1時間ほどたつと、バスの中で
は酒の空瓶がごろごろ転がり始めました。みんな飲みたかっ
たんでしょうね。このとき八尾師さんの紹介で、トルコの
アドナン・エルズィー先生という有名な歴史の教授と知り
合いになりました。この先生はペルシア語も堪能で、よく
テヘランにも行っていたのですが、父上はその昔イスタン
ブルのスレイマニエ・モスクのイマームを務めたという、
大変な名家の出身です。もっともご本人は酒が大好きでし
た。八尾師さんのお陰で私も親しくなって、アンカラのお
宅を何回か訪問しました。ある時「これを君にやろう」と、まさにイブラヒムの『イスラーム世界』
の 1巻と 2巻の合冊本をくださいました。皮装の本の扉を開くと、なんとイブラヒム直筆の献呈の
サインがあり、これは大変貴重なものだと納得した次第です（写真 10）。
　イブラヒムは、旅行記のあるくだりで、日本人がイスラームに改宗したら完璧なムスリムになる
であろうと書いています。こうした彼の考え方は、中央アジアやトルコに痕跡を残しており、私も
ウズベキスタンでそうした観点からイスラームに改宗しないかと誘われたことがあります。まだ実
現はしていないのですが。
　エルズィー先生についてもう一つだけ紹介しておきますと、1980 年代だったでしょうか、イス
タンブルで杉山正明さんに会いました。杉山さんには、ぜひともトプカプ宮殿博物館の附属図書館
にあるラシードゥッディーンの『集史』の写本を読みたいという希望があったのですが、なかなか
許可をもらえないとのことでした。そこで、顔の広いエルズィー先生に頼んでみようかということ
で、ある日、古本屋にいたエルズィーさんを訪ねたのです。そうすると、エルズィー先生は、杉山
さんに、まずはこれを飲めといって、コップ 1杯分のウォッカを出すんですね。杉山さんは頑張っ
て一気に飲みほしました。これを見ると「わかった。館長にいっておく」と。結果として杉山さん
は『集史』を読むことができたのですが、その店を離れて数十歩歩いたところで、ひざがガクンと
折れて、さすがにきいたんですね。そういうエピソードがありました。トルコでは人的コネクショ
ンが、あらゆる障壁を取り崩して、目的を達成するための重要な手段になるのですが、これはその
実例の一つです。

「イスラーム地域研究プロジェクト」

　「イスラムの都市性」の次には、東京大学の佐藤次高さんを代表とする創成的基礎研究「現代イス
ラーム世界の動態的研究―イスラーム世界理解のための情報システムの構築と情報の蓄積」（通称
「イスラーム地域研究」）という大型のプロジェクトが 1997 年から 5年計画で始まりました。私た
ちはこの「イスラーム地域研究」という長期にわたる研究のなかで、ずいぶん多くのシンポジウム
や研究会を開くことができました。すべてを語るには何時間あっても足りませんので、一つだけお
話するとすれば、この「イスラーム地域研究」では海外の研究者とともに研究するということが目
標の一つになっていました。国際シンポジウムを開いて、その成果を論文集として出していくとい
うことが繰り返し行われました。私もそのなかで、とくに最初の英語論文集になったので忘れがた
いのですが、フランス人の若手研究者ステファン・ドゥドワニョンさんとともに、『ロシアと中央
アジアの政治におけるイスラーム』（Dudoignon, S. A. and H. Komatsu (eds.), Islam in Politics in Russia 

写真 10
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and Central Asia: Early Eighteenth to Late Twentieth Centuries, Kegan Paul International, 2001）というタ
イトルで論文集を作りました。そこには中央アジア現地の研究者にも入ってもらうことができまし
た。
　そのなかから一つだけ紹介しておきましょう。“Muhammadjan Hindustani (1892–1989) and the 

Beginning of the “Great Schism” among the Muslims of Uzbekistan”という論文は、ウズベキスタンの研
究者バフティヤール・ババジャノフ（Bakhtiyar Babadjanov）さんとムザッファル・カミロフ（Muzaffar 

Kamilov）さん、2 人の共著によるものですが、ムハンマドジャン・ヒンドゥスターニー（1892～

1989）という老師といいましょうか、現代中央アジアの指導的なイスラーム学者に関するもので、
私にとってはとても興味深いものでした。ときは 1970 年代の末、ちょうどイランではイスラーム
革命が起こり、アフガニスタンではソ連軍が侵攻し、それに対するムジャーヒディーンの戦いが始
まるという、中央アジアのすぐそばでイスラームの力が大きくクローズアップされた時代です。こ
うした動きはソ連のなかの中央アジアにも影響を与えずにはおかず、その頃から、中央アジアの南
部地域では自らを「ムジャッディディーヤ」、つまり革新派と称するイスラーム主義者のグループ
が生まれ、いろいろな運動を展開し始めていました。彼らは、旧来の伝統的なハナフィー派の教義
を批判して、ムスリム共同体には大きな分裂が起こります。この分裂を危惧したヒンドゥスターニー
は、革新派を諭す、あるいは批判する論文を書きました。
　ヒンドゥスターニーという人自身も大変興味深い人物です。1917 年のロシア革命が起こる頃、
彼は中央アジアからインドに留学していました。それでヒンドゥスターニーという名前がつくので
すが、そこでハナフィー派教義の研鑽をつんでやがてソ連に戻ります。しかし、こうした学者はソ
連社会では抑圧されこそすれ、歓迎はされません。彼は苦難の道を歩み、しばしば職を奪われて、
野に出て家畜の世話をするような仕事もすることになりました。のちに彼はその時代を回想して、
町にいてさまざまな抑圧にさらされるよりは、野に出て誰もいないところで大声でクルアーンを唱
え、牛や羊を飼うほうがはるかに自分にとってはためになったと回想しています。彼にいわせれば、
ソ連がイスラームに対して加えた抑圧も、神が自分たちに与えた試練だと理解して耐えて忍ぶわけ
です。このような人物が革新派の動きに対して批判を展開するのですが、これはその中の一節です。

お前たちは、何も知らずにドゥクチ・イシャーンのジハードを賛美しているが、それは無学
な戦士たちの思慮を欠いた行動にほかならず、ムスリムに甚大な被害をあたえたのみである。
お前たちは、やたらにジハードをよびかけようとするが、かのイシャーンのように自分や他
者の、ましては無実の人々の死を招くようなことをしてはならない。けだし、クルアーンに
いう。アッラーの道に惜しみなく財を使え。だがわれとわが身を破滅に投げ込んではならぬ。
（2章 191 節、井筒俊彦訳岩波文庫版による）

　ここには、さきほども触れたアンディジャン蜂起のことが出てきます。このようなジハードは無
学な戦士たちの思慮を欠いた行動にほかならないと批判するわけです。クルアーンを引用して、そ
ういう軽挙妄動をしてはならないという訓戒を記しています。結果として、老師の意見は革新派に
は受け入れられないのですが、このような議論があったということを私はこの論文を読んで初めて
知りました。かつてのアンディジャン蜂起の記憶が現代においてもはっきりと残っており、ジハー
ドに関する議論がいまでも継続しているということを確認し、あらためてこれはじっくりと研究す
る必要があるなと思い至った次第です。
　そこで書いたのが「聖戦から自治構想へ―ダール・アル・イスラームとしてのロシア領トルキス
タン」というタイトルの論文で、これも幸いにして『西南アジア研究』（69 号、2008 年）に掲載して
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もらえました。ロシアは中央アジア南部の征服に着手すると、1867 年最大の都市タシュケントに
トルキスタン総督府を設立します。これはまさに時代の画期となりますが、この年は日本史でいえ
ば大政奉還の年で、日本と中央アジアはじつに対照的な近代を迎えたことがわかります。そのあと
20 年ほどを経てアンディジャン蜂起が起こり、1905 年の革命のあとには、今度は教育改革の運動
として知られる「ジャディード運動」が起こってくるわけですが、そういうなかで、イスラームの
あり方をめぐる議論はどのように展開したのか、これを考えてみようというのが論文の目的でした。
そこで、まだデッサンにすぎないのですが、同時代のトルキスタンのムスリム知識人の著作を中心
に考察しました。彼らは、自分たちの社会がロシアの統治のもとで、はたして「ダール・アル・イ
スラーム（イスラームの家）」といえるのか否か、そういう問題に絶えず直面していたはずですが、
それに対する一つの答えとして、ロシア統治下でもイスラーム法行政をきちんと行うことによって、
ここは「ダール・アル・イスラーム」でありえる、そのためには自治が必要だという議論が出てき
ます。このあたりを、アンディジャン蜂起をめぐる様々な議論とかみ合わせながら検討したのがこ
の論文です。中央アジア現地の研究者の研究成果からヒントをもらって研究を進めてきたというこ
とになります。

「ソ連時代の記憶」プロジェクト

　「イスラーム地域研究」では、中央アジア関係でもさまざまテーマを取り上げたのですが、最後
のほうで私がとくに関心をもっていたのが、「ソ連時代の記憶」プロジェクトでした。これはどう
いうものかといいますと、ソ連という国がなくなって中央アジアの国々が独立をしたわけですが、
そうなると、ソ連の時代というものも新たな研究の対象になります。ソ連の時代に関しては、かつ
ては社会主義の建設に成功して発展したというオフィシャルな見解が主流だったわけですが、ソ連
が解体して中央アジア諸国が独立すると、今度はソ連の時代は抑圧的な帝国支配、暗黒の時代であっ
たという議論が、新しい独立国家の側からは出てきます。新しいナショナル・ヒストリーでは、ソ
連時代を暗黒ととらえて、それとの対比で独立後の現代を正当化する、そういう論理です。はたし
てそれでいいのかということが研究の出発点でした。ソ連の時代を考えるためにはどんな資料があ
りえるか、といえば、当然ながらソ連時代の公的な文書は、アーカイヴとして膨大に蓄積されてい
ます。ただし、それはあくまでもソ連当局のバイアスのかかったものであり、それで十分というわ
けにはいきません。そうなると、人々の記憶というものがあるのではないかということに、あると
き気がついたのです。ソ連時代を生きた人々は、自分の生きたその時代をどのように記憶している
のか、どう評価しているのか、これを調べてみたらおもしろいのではないかということで、少しず
つではありますが、調査を始めました。
　そのときに共同研究者となってくれたのがウズベキスタン出身のティムール・ダダバエフさんで、
まずはウズベキスタンでいろいろな人に話を聞いてみようということで、あちこち回ったんですね。
まだ存命の60代、70代以上の人々から話を聞くのですが、地方の訪問にいくと、「まずはこれを飲め」
といわれて、すぐにインタビュー調査には入れない、一杯やるしかなかったときもあります。その
なかで、私が直接聞いておもしろいなと思ったのは、ある人がソ連時代、その人は敬虔なイスラー
ム教徒で、コルホーズで働いていたのですが、ある朝、まだ朝早いので誰もいないだろうと思って、
堂々とコルホーズのなかで礼拝をしていたそうです。そうしたら、たまたまコルホーズ長がやって
きて、「おまえ、何をしている」と叱られたわけです。コルホーズ長ともなれば、ソヴィエト統治
機構の末端に位置する体制派の人間ですが、そこで彼は見事な答えをします。「我々イスラーム教
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徒は礼拝の時間になったら、その場で一番きれいな、清潔な場所でお祈りをすることになっていま
す。ここがコルホーズでは一番きれいな場所なんです」と。その場所というのはレーニン像の下で、
いつもきれいに保たれている。「だから、ここでやりました」と、それでコルホーズ長を煙に巻い
てしまうのです。この例からは、人々はそうやってしたたかに、当局の規制をかいくぐりながらやっ
てきたということがわかります。こうしたインタビュー調査をしていきました。ティムールさんは、
このウズベキスタンでの調査をもとにして『記憶の中のソ連―中央アジアの人々の生きた社会主義
時代』（筑波大学出版会）という大変おもしろい本を 2010 年に出版しています。
　そのあともカザフスタンやトルコ出身の研究者と一緒にキルギスや、最
終的にはカザフスタンで同様なインタビュー調査をやりました。ただし、
カザフスタンはじつに広大な面積を持っているため、地方に行くだけで大
変な時間がかかってしまい、全部で約 80 人まではインタビューがとれた
のですが、そこで力が尽きてしまいました。ちなみに、このときの録画・
録音データは全部保管されていて、研究に使いたい方には提供しますので
ぜひ使ってください。年とともにソ連時代を知る人たちも少なくなってい
るので、こうした記録は大変重要ではないかと思っているところです。そ
のあと、最終的には記憶に関する論文集『カザフスタン、キルギス、ウズ
ベキスタン―ソ連時代の生活と政治』（Dadabaev, T. and H. Komatsu, (eds.), 

Kazakhstan, Kyrgyzstan, and Uzbekistan: Life and Politics during the Soviet Era, Palgrave Macmillan, 2017）
を 2年前に出すことができました（写真 11）。この本の表紙はとても印象的で、指人形のカラフル
な写真がついています。私自身は、このころまったく時間がなく、日本における中央ユーラシア研
究史の展開をまとめて、そのなかで、どうして記憶をたどるプロジェクトが始まったのか、そうい
うイントロダクションを書くことに終わっているのですが、共同研究の成果を出すことができたの
は幸いでした。

今後の研究について

　過去のことばかり話していても仕方がないので、そろそろ、これからのことについての話をしな
ければいけないかと思います。私は 2010 年代から、研究以外の仕事が増えてしまい、まともに研
究することができなかったのですが、いま大学の職が終わってようやく時間ができて、リハビリに
努めているところです。リハビリとはいいながら、しかし一方では老化現象で記憶力が落ちてきま
すから、両方の曲線は間もなく交差して、老化曲線のほうが強くなるかもしれません。これから先
やってみたいと思っていることが二つあります。
　一つは、中央アジア近代史列伝とでもいうべきものです。卒論や修論では 19 世紀から 20 世紀に
かけて活動した人物のことを扱ったのですが、彼ら以外にもじつに興味深い人物がたくさんいまし
て、こうした人々のことをもっとよく知ってもらうために研究する必要があるのではないかと思っ
ているところです。その手始めとして、昨年『近代中央アジアの群像―革命の世代の軌跡』（世界史
リブレット人）（山川出版社、2018 年）という小さな本を出しました。このなかでは、中央アジアの
革命期を生きた 4人の人物を取り上げて、その人生行路を組み合わせながら、その時代がどういう
ものであったかを浮き彫りにしようとしたものですが、彼ら以外にもじつに多彩な人物がいます。
彼らの人物像を語ることによって、いまだ知られざるこの地域、この時代に関心を持つ人が増える
ことを期待しています。中央アジア史に限らず、いま人文系の研究は逆風に晒されています。それ

写真 11
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を乗り越えていくためには、読者のなかに人文学の味方をふやすといいましょうか、人文学の面白
さや大切さを広めていくことが必要となります。そういうことのためにも、本を書くことは大切だ
と思っているところです。
　もう一つは、資料に関係することですが、中央アジアでは 19
世紀の末あたりから 1920 年代にかけて、数多くの現地語による
新聞や雑誌が刊行されていました。ソ連時代はそういう資料は
ほとんど使うことができなかったのですが、ソ連解体後はこう
いったものを読むことが可能になりました。私も昔、トルコに
留学中、あちこちの図書館を捜し歩いていました。中央アジア
で出ていた新聞、雑誌の一部が、完璧なコレクションではない
のですが、所蔵されているのを目にして一生懸命コピーを集め
たのです。写真 12 は、そういう雑誌のなかでも一番有名なもの
の一つで、『シューラー』といいます。これはアラビア語起源の単語で、「協議」という意味で、の
ちには「ソヴィエト」というロシア語に対応する言葉としても使われるのですが、タタール語ある
いは共通トルコ語で書かれた文章や記事が載っています。そこには、この時代の人々の生の声が反
映されていて、しばしば教養深い人々の姿が垣間見ることができます。こうした人々が論説の端々
にクルアーンやハディースを引用しながら議論を展開していくのです。この『シューラー』はほと
んどあらゆる分野―政治問題については検閲があるため控え目ですが―すなわち教育や社会問題、
歴史、言語（とくに新しい文章語のあり方）、文学など多様なジャンルの論説・記事を満載してい
ました。こうした資料を読み込んでいけば、ロシア側の公的資料からは絶対に見えてこないような
ものを読み取ることができるのです。そこで、最近小さな研究会を立ち上げて、この指とまれ方
式でメンバーを募りました。10 人くらい集まってくれたので、今月から始めることにしています。
その成果はWeb 上で公開していこうと考えています。
　最近この『シューラー』をつらつら見ていたら、表紙には昼のバージョンと夜のバージョンがあ
ることに、ようやく気づきました。また、自宅の資料を整理していましたら、古い報告のレジュメ
が出てきました。これも京都大学に関係するのですが、1984 年 11 月の東洋史研究会で、私は「雑
誌『シューラー』（1908～18）について―ロシア・ムスリム近代史に関する一史料」という報告をし
ていたのですね。そういう報告をしておきながら、これを使った本格的な研究成果をまだ出してい
ないので、これから先はこれをやってみようかと思っているところです。

　最後になりますが、写真 13 は、私がウズベキスタン
に行くたびに必ず訪ねることにしている場所です。タ
シュケントの郊外にあるゼンギーアタという、13 世紀
の聖者が眠るマザール、つまり聖者廟です。中央アジア
でも屈指の廟で、多くの人が毎日、無病息災や安産など
さまざまなことを願うために訪れる場所です。さきほど
ふれたムジャッディディーヤ（革新派）からすると、こ
ういう聖者廟への参詣は到底許されない行為なのです
が、現実には毎日のように大勢の人々が、ごく普通に参
詣をしています。そこである種の、定点観測といいましょうか、聖者廟の姿からイスラームのあり

写真 12

写真 13
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ようを観察することができないかと思っているのです。もっとも、廟自体がこの四半世紀のうちに
ものすごく様変わりしています。当初はとても鄙びた、ひっそりと佇むような廟だったのが、行く
たびに巨大な廟に変貌していくんですね。おそらくその背後には政権の意思もあると思うのですが、
昨年行ってびっくりしたのは、聖者廟の正面脇に大型スクリーンが設置されていて、なんと大統領
の演説がその場で流されていました。これではたして聖者廟といえるのかと思ったのですが、そう
いう変化を探るうえでもなかなか興味深い場所で、毎回そこを見学するのが私の慣わしになってい
ます。
　どうもご清聴ありがとうございました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊質疑応答＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

質問者 1　ソ連時代の記憶のプロジェクトのところのお話で、ダダバエフさんと共著で 2017 年に
本を出版されたということですが、その表紙の指人形について、これを表紙にするということは、
指人形がカザフだったり、キルギスだったり、その時代を象徴するようなものだったりするのです
か。

小松　じつは、こういう表紙になることは、全然知らなかったのです。実際に本を送ってもらって、
「こういう表紙になったのか」と。おそらく出版社のアイデアではないかと思うのですが、ものす
ごく目立つんですね、原色が入っていて。記憶はなかなか形に表すのは難しいので、それでこうい
うかなり奇抜なデザインになったのではないかと思います。指人形自体は、昔から中央アジアでは
よく使われてきたものですが、とくにソ連時代とは関係ないですね。中央アジアとは関係がありま
すが。

質問者 2　小松先生、ありがとうございました。私にとっても懐かしいことの多いお話でした。一
番最後に見せていただいたゼンギーアタは、たしか小松先生と一緒に私も行きましたから、よく覚
えています。1996 年ですね。まだ修復する前というか、あまり壮麗ではなかった頃のゼンギーア
タでした。
　小松先生のパワーポイントのなかで、本田先生の勉強会について、名前が出ているのでちょっと
ご説明しますと、あれは勉強会というよりも、情報交換と研究発表の会でした。81 年、82 年、83 年、
84 年、85 年と 5年間で、3月 29 日、30 日、31 日に行うという会になっていて、東京の方々からは「あ
れは本田学校だ」と。清水宏祐さんなどはサミットといっていました。何のサミットか知らないけ
れど。私は助手だったので、下準備などをずっとさせられていたのです。毎回みなさんに案内状を
送って、第 1回目は京都でやって、2回目は静岡県、3回目は山形県、4回目が和歌山、5回目がま
た静岡県でした。たしか小松先生にも発表していただこうということになった記憶がありますので、
そういうものだったのです。この際だからいいますけれど、その当時本田先生が、いま東京と京都
で歴史系の若手の研究者では、東京では小松さん、京都では濱田正美さん、あの人たちがこれから
の研究を引っ張っていくぞと私に言われたのです。そうなのかなと思っていたら、濱田さんは京大
の教授になられたし、小松先生も東大の教授になられたので、やっぱり予言は見事にあたったし、
素晴らしい研究者であるということが、若い頃からよく知られていたということを、あらためて思
い出しました。今日のお話を聞いたら、それがどういうかたちで実現していったのか、どんな足跡
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